
沖縄県公安委員会定例会会議録（令和８年６月11日）

１ 主な報告等

⑴ 令和８年度沖縄県警察逮捕術大会の実施結果について

警察本部から「６月５日に県立武道館アリーナ棟で令和８年度沖縄県警察逮捕術

大会を開催した。男子は団体戦、女子は個人戦を行い、男子は第一部優勝は那覇警

察署、第二部優勝は宮古島警察署、女子個人戦では徒手の部は生活安全部職員、警

棒の部では沖縄警察署員が優勝した。」旨説明があった。

公安委員から「逮捕術は警察にとって必要なものなので、しっかり訓練してほし

い。」旨発言があった。

⑵ 沖縄県警察における全職員のサイバー対処能力向上に向けた取組

警察本部から「全職員がサイバー空間の脅威について理解を深め、相談対応や事

件捜査等を適切に遂行できる能力を習得することを目的として、５月18日から同月

20日までの間、豊見城警察署において、サイバーキャラバンを開催した。同研修で

は、まずサイバー技能チェックシートを活用した自己分析を行い、自身の技能が不

足している項目のコース（コース１～４）を受講し、受講後にチェックシートで理

解度を再チェックするものとし、受講者からは「苦手意識が軽減された」「少人数

だったので、気兼ねなく質問ができて非常に良かった」との反響があった。年内に

は、全警察署で同研修を実施予定である。」旨説明があった。

公安委員から「研修内容が個別化されていてとてもいい取組である。一つの視点

として、相談時に相手に分かりやすく説明することが必要で、「自分の被害がどの

ように回復されるのか」という被害回復の流れ等を早めに伝えてあげると被害者の

初動も早くなるし、安心すると思う。」旨発言があった。

公安委員から「チェックシートにより自己評価と他者評価を可視化するのは、自

己の前後の変化が分かるので、きめ細やかで良い研修であると思う。」旨発言があ

った。

⑶ 通訳センターにおける各種取組状況について

警察本部から「部内通訳員の士気高揚及び語学力向上を目的として、５月18日か

ら19日の間、福岡県警察本部において、九州管区内内部通訳員競技会が開催され、

沖縄警察署刑事第一課員が参加した。また、民間通訳員に通訳センターの運用状況、

通訳時の留意事項等を認識してもらい、円滑かつ適切な外国人取調べ等に資するこ

とを目的として、６月４日に警察本部において民間通訳員委嘱状交付式及び講習会

を開催した。同講習会には民間通訳員や部内指定通訳員等が参加し、参加者からは

「日頃からの不安の解消に繋がりました。」「具体例があり実務の参考となっ

た。」等の感想が得られた。」旨説明があった。

公安委員から「民間通訳員の感想にあった不安とはどのようなものか。」旨発言

があり、警察本部から「通訳員は、ただ通訳すればよいのではなく、供述拒否権の

確実な告知や取調べにかかる捜査員との連携など、警察実務にかかるルールを理解

しなければならないため、同ルールについて教養を行っている。」旨説明があった。

公安委員から「通訳員が不足していると思うがＡIは活用しないのか。」旨発言が



あり、警察本部から「現場では携帯電話、ポケトークというような備品を使ってコ

ミュニケーションを取ることがあると思うが、取調べ等の捜査活動では、レベルの

高い民間通訳員を使っている。」旨説明があった。

⑷ 高齢運転者支援に向けた取組について

警察本部から「高齢運転者支援に向けた取組として、高齢者講習等の民間委託、

認知機能検査体制の強化、離島及び北部方面における対策、安全運転相談に対応す

る看護師の配置、免許証自主返納対応を行っている。」旨説明があった。

公安委員から「安全運転相談は免許センターだけでの対応と聞いているが、この

ご時世、警察署への巡回やズームなどが活用できないか検討してほしい。また、免

許の返納の際もセレモニーようなことを行い、返納を促してはどうかと思う。」旨

発言があり、警察本部から「どのようなことが可能であるかを検討したい。」旨説

明があった。

公安委員から「安全運転相談では、病気等で安全な運転に不安のある方に対応し

ていると思うが、「少し運転に不安があるが、移動手段としての車が必要で免許が

ないと困る」という方もいるので、このような方を対象とした個別に運転技能等の

確認を行える研修があればいいと思う。」旨発言があり、警察本部から「他県では

高齢者講習と同等レベルの教育を行っている自動車教習所がある。教習所と交通部

でやれることがないか検討したい。」旨説明があった

⑸ その他

警察本部から「現時点では、沖縄は未だ他県と比べると、人口に占める年少者の

比率が高いが、いずれ、当県においても他県と同様の高齢者比率となるときが訪れ

るので、高齢者増加に伴う様々な問題に対し、他県の実例を参考にするなどして対

応していきたい。」旨発言があった。

２ 主な決裁等

⑴ 警務部

・ 九州管区内公安委員会連絡会議第44回定例会レク

・ 犯罪被害者等給付金裁定に伴う公安委員会の裁定について

⑵ 生安部

・ 特殊詐欺被害防止について

⑶ 交通部

・ 自動車運転免許の行政処分について

⑷ 警備部

・ 警察職員の援助要求について


